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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

２０１０年４月１４日に公表した２０１１年２月期第２四半期累計期間（２０１０年３月１日～２０１０年８月３１日）

の業績予想を、下記のとおり修正いたします。 

 

１． ２０１１年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正（２０１０年３月１日～２０１０年８月３１日） 

 （連結）                                       （単位：百万円） 

 営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） ５６，０００ ３，９００ ４，３００ １，８００ 62 円 24 銭

今回予想（Ｂ） ５６，８００ ４，４００ ４，９００ ２，１００ 72 円 62 銭

増減額（Ｂ－Ａ） ８００ ５００ ６００ ３００  

増減率 １．４％ １２．８％ １４．０％ １６．７％  

（参考）前年同期業績 ５５，６９８ ２，４９９ ２，９８６ １，３３３ 46 円 12 銭

 （個別） 

 営業総収入 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） ２９，０００ ３，６００ ３，９００ １，６００ 55 円 33 銭

今回予想（Ｂ） ３０，０００ ４，０００ ４，５００ ２，０００  69 円 16 銭

増減額（Ｂ－Ａ） １，０００ ４００ ６００ ４００  

増減率 ３．４％ １１．１％ １５．４％ ２５．０％  

（参考）前年同期業績 ３１，９５０ ２，１１８ ２，６６７ １，２０７ 41 円 74 銭

 

２． 修正理由 

 主な要因は、個別業績が予想を上回る見通しによるものです。個別の加盟店を含む売上高は、第１四半期では春先の天

候不順の影響もあり、既存店店日売上高前年同期比は 94.8％となりましたが、第２四半期では盛夏型商品が好調に推移す

るとともに、今期より実施している店舗の品揃え強化のためのサポートにより、主力商品である弁当の１店１日当たりの

売上高が８月度に前年並みまで回復する等、同比は 100.0％となりました。その結果、第２四半期累計期間の同比は 97.5%、

全店売上高前年同期比は 101.8％となりました。売上総利益率は、店内加工ファストフードや飲料の改善が計画を上回る

等、30.4％となり前年同期比＋0.3pt の見通しです。また販管費は、前期より推進しております構造改革が着実に成果を

上げ、前年同期比 93.0％と計画を上回る削減の見通しです。これらの結果、個別の営業利益は 40 億円（予想比 111.1%、

前年同期比 188.8％）、経常利益は 45 億円（同 115.4%、同 168.7%）、四半期純利益は 20 億円（同 125.0%、同 165.7%）の

見通しです。  

 連結業績は個別業績が牽引し、営業総収入は 568 億円（予想比 101.4%、前年同期比 102.0%）、営業利益は 44 億円（同 

112.8%、同 176.0%）、経常利益は 49 億円（同 114.0%、同 164.1%）、四半期純利益は 21 億円（同 116.7%、同 157.4%）の見

通しです。 

尚、通期の業績予想につきましては、10 月６日に予定しております第２四半期累計期間決算発表時にお知らせいたしま

す。 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。  

 以上 


